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重度障害者（児）支援のエキスパートによる緊急セミナー開催です。 

重度障害者にとって「視線入力」はそのポテンシャルの高さは理解されつつ

も、機器が高額であったり、使用方法が難しいなどの点からあまり導入が進ん

できませんでした。 

一方で、この数年で安価な装置も出回り始めたことから、特にコミュニケー

ションや教育支援において大きな成果が認められるようになっています。 

スイッチや視線入力を活用した学習・コミュニケーション手法について関係

者間で共通理解を図りましょう。 

＜緊急セミナー！＞ 

重度・重複障害児のデキル力を生かす学習上の工夫 

〜スイッチや視線入力を利用して〜 

自立活動専科。主に肢体不自由児への
AACおよび Assistive Technology の
コーディネートを担当。 
2015年、文部科学大臣優秀教職員と
して表彰される。 

講師 福島 勇/福岡市立今津特別支援学校 教諭 

講師 伊藤 史人/島根大学総合理工学研究科 助教 
視線入力を活用した学習活動 

～音＆振動フィードバックを利用して～ 

問合せ：島根大学 伊藤 史人 （fumi@ecs.shimane-u.ac.jp） 

主  催：島根大学総合理工学研究科・出雲国スイッチ工房（島根大学） 

共  催：岩手県立大学社会福祉学部 小川研究室 

岩手県立大学ソフトウェア情報学研究科
修了。 
重度障害者支援で全国各地を駆け巡る。 
2015年、Googleインパクトチャレンジに
おいて「みんなでつくるバリアフリーマップ」
がグランプリを受賞。 
2017年、NHK主催教育コンテンツ国際コ
ンクール日本賞において「EyeMoT」が経
済産業大臣賞を受賞。 

伊藤が開発した視

線入力トレーニン

グソフト。 

失敗することなく楽

しみながら成功体験

を積み重ねられる。 

重度・重複障害児の多くは、随意的に動かせる部位が少な

いために、知的機能を発達させる上で不可欠な遊びやコミュ

ニケーションが受動的になりがちです。近年のテクノロジー

の進化は、様々な部位の動きを検知するスイッチやセンサー

を生み、重度・重複障害児の活動を能動的なものに変える可

能性をもたらしています。事例を通してその可能性を一緒に

考えましょう。 

この数年で視線入力が安価になり誰でも導入できるよ

うになりました。ALS患者の中には、日常的なコミュ

ニケーション用途として、SMA1型の児童でも訪問教

育や自習活動に活用されつつあります。一方、視線入力

は非接触で操作を行うため習得するのが困難な傾向があ

ります。そこで、我々は音や振動のフィードバックによ

り習得しやすい機器環境を開発しました。本講座では、

実例と体験を通して紹介いたします。 

日時 2018年3 月8 日（木） 14:00～16:30 

会場 アイーナ いわて県民情報交流センター ７F 学習室２ 
    岩手県盛岡市盛岡駅西通 1丁目 7番 1 号 
対象 教員、医療従事者、当事者、保護者等興味のある方 

セミナー １ 

セミナー ２ 

 

お申し込み 
は 

こちらから↓ 

参加費 
1,000 円 
※介助者 

１名まで無料 

お申し込みは、チラシ右上の QR コードから！ 


